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　　２０１１年度　社団法人 山形青年会議所
　第３回 役員予定者会議  議事録
　　　　◆ 日  時 ：２０１０年１０月１９日（火）

１８：３０～
◆ 場　所 ：弘栄設備工業㈱研修所２Ｆ
1. 開  会　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 奥山 和征専務理事予定者

2. JCIクリード唱和                               　中村 正利委員長予定者
3. JC宣言文朗読ならびに綱領唱和                    齋藤 伸治委員長予定者
4. 出席者の確認（敬称略）                         　横山 隆太事務局長予定者

理事長予定者　　　　　　　　船　橋　吾　一

直前理事長予定者　　　　　　荒　井　　寛　（遅参）
副理事長予定者　　　　　　　野　口　雅　弘（遅参）
副理事長予定者　　　　　　　三　浦　孝一郎
副理事長予定者　　　　　　　松　田　勝　行
副理事長予定者　　　　　　　井　上　周　士

副理事長予定者　　　　　　　齊　藤　秀　昭（遅参）
専務理事予定者　　　　　　　奥　山　和　征
監事予定者                  齋　藤　秀　和

監事予定者                  鈴　木　慎　也（遅参）
監事予定者　　　　　　　　　高　橋　　大　　

特別委員長予定者            菊　池　　学　　

特別委員長予定者            後　藤　吉　伸（遅参）
室長予定者                  東海林　　仁
室長予定者                  金　子　　明　（欠席）
室長予定者                  安　藤　太一郎（遅参）
室長予定者                  三　沢　慶　洋

本部長予定者　　　　　　　　鈴　木　辰太郎

本部長予定者              　中　村　祥　之

委員長予定者　　　　　　　　佐　藤　貴　博
委員長予定者　　　　　　　　伊　藤　健　二

委員長予定者　　　　　　　　酒　井　貞　和（遅参）
委員長予定者　　　　　　　　中　村　正　利

委員長予定者　　　　　　　　遠　藤　智　大（遅参）
委員長予定者　　　　　　　　豊　島　　宏　（遅参）
委員長予定者　　　　　　　　鈴　木　　力

部会長予定者　　　　　　　　齋　藤　伸　治

部会長予定者　　　　　　　　佐　藤　　淳　（遅参）
部会長予定者　　　　　　　　福　島　隆　之（遅参）
部会長予定者　　　　　　　　會　田　智　弘（欠席）
部会長予定者　　　　　　　　齋　藤　洋　也（欠席）
部会長予定者　　　　　　　　高　野　秀　哉（欠席）
部会長予定者　　　　　　　　矢　口　正　則（遅参）
　　　　　財政局長予定者　　　　　　　田　牧　大　祐（遅参）
事務局長予定者　　　　　　　横　山　隆　太

＜オブザーバー＞

会務セクレタリー予定者      岩　田　雄　治

会務セクレタリー予定者      狩　野　慎一郎

会務セクレタリー予定者　　　河　又　勇　人

会務セクレタリー予定者　　　菅　野　佑　吉

５．会議成立の確認　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　横山 隆太事務局長予定者

理事会構成委員３１名に対し、１６名の出席により、定款第５章第３２条に基づき当会議は成立する。

６．議事録署名人ならびに議事録作成人の指名　　　　　　　　　　　　　　　船橋 吾一 理事長予定者
署名人に三浦孝一郎副理事長、東海林仁室長、作成人は会務セクレタリー。

７．前回議事録の承認　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　船橋 吾一 理事長予定者
第２回予定者会議の議事録について、本会議終了後に自動的に承認となる。
８．理事長予定者挨拶　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　船橋 吾一 理事長予定者
本日も早くから時間通りお集まり頂きまして誠にありがとうございます。感謝を申上げます。１２月６日に前回第２回役員予定者会議が開催され、それから半月あまりが経過をし、本日の開催になっております。その中で本年の事業、または会議、そして次年度の会議等が開催されております。常任理事予定者の皆様には、前回の常任理事会の方でお話をさせて戴きましたが、10月13日、日本ＪＣのスタッフセミナーが開催されました。そこには本日もまた遅参されておりますが、野口副理事長、日本ＪＣの委員長、そして佐藤貴博出向理事、そして齋藤監事の三名が出席されてスタッフセミナーが行われました。私も一度、スタッフの経験がございまして、また本日出席の方も昨年、または経験なされた方もいらっしゃるかと思いますが、日本ＪＣとしては本当にスタッフセミナーからがスタートであるというふうに当時思っておった次第であります。まずは出席された方が大変お疲れ様でございました。そして皆様からもご出席戴きましたが、１０月１５日に今度は山形青年会議所のスタッフセミナーが開催されました。まずは総務委員長、本当に大変お疲れ様でございました。本当に時間のない中で、資料の精査、そしてパワーポイントの準備等々、大変ご苦労されたかと思っておりますが、委員会そしてグループの皆様の頑張りにより、大成功に終えることができたのではないかなと思っております。その中で高橋勝幸先輩のご講演を戴きました。例年にはなく、その分スタッフセミナーの内容が少々省略した部分があるかと思いますが、来年に向けて私はそういったところは経験者からその議案を作成するなり、いろんな委員会が開催される時にご指導頂ければいいと思っているのですが、その前に我々がなぜ、２０１１年度の理事、そしてスタッフに選ばれたのかというところを、この山形ＪＣのスタートの機会であるスタッフセミナーにおいて、みんなで一緒に声を聞きながら、気持ちを一致団結し、そして来年度に向けて予定者を走りきりたいなというふうに思いながら、この度初めて企画をさせて頂きました。まずその中で、主に全国大会の前後で理事としてどんな考えを持って進めてきたか。また理事としてどんな考えをメンバーに伝えてきたか。そんなものを是非伝えてもらいたいというところで、主に全国大会の前後のお話をして頂きました。高橋勝幸さんと言えば、非常に温和で口調もやわらかく、いつ接してもニコニコと、半面、ちょっときつい顔をされて怒られたことが多々あります。言葉はちょっと優しかった様でありますが、ただ皆様は感じたと思いますが、本当に熱い方でありました。入会からの自分の心境の変化を伝えて頂いて、最後にはもっと前向きにやれば良かったと思えるような年があったと。本当に精一杯、ＪＣライフを過ごせば良かったというふうなお話まで頂きました。私も１０年を振返る中で、自問自答をしながら１０年間を過ごして参りましたが、ここにきてあの時、こうやっておけば良かったなと。ここにきて、あの時はこんなことを言ってもっともっと積極的に関わっていけば良かったと思える年があります。そんな年にならないように、来年はみんなで精一杯、自分の役割を担って前向きに、どうしても心が折れて後ろ向きになりがちな時に、そっと肩をたたいてくれる、この仲間と一緒に前向きに、前向きに1年半を過ごして次の年にバトンタッチをしていきたいなというふうに思っております。所信にも書いておりましたが、やはり皆は家庭を持って、会社、仕事を持って自分の時間を持っております。それをある意味、どこかを犠牲にしながら進めていかなければならない部分もあろうかと思いますが、その半面、それをフォローし合える、そんな時間も是非作って頂きたいなと思っております。「三方良し」と書きましたが本当にそれが全てであるなと。ＪＣだけを頑張っても全てが前に向いていきません。そんなことを自問自答しながら、来年に向けて、そして来年1年間、皆様と共に歩んでいきたいなと。スタッフセミナー、我々のスタートのセミナーを機に改めて思った次第であります。全国大会のコンセプトとして、手づくりでやろう、山形らしさを出そう。お金を効率よく使おう。みんなで楽しみながらやろうという４つのコンセプトを持ったそうであります。今年も来年に向けても同じことが言えるのかなと思います。その中でも大会というものは来年はありませんけど、この気持ちがみんなの気持ちが一つになれるように、私はリーダーとして精一杯努力していきたいと思っております。本当に道を違えそうになった時、または、そんなことを口に出しませんが、心が折れそうになった時、このメンバーがいるというところをしっかり胸にしまい、精一杯改めて頑張っていこうというふうに決意をしたところであります。長くなってしまいましたが、そんなことを思ってスタッフセミナーを開催することができました。皆様に感謝を申上げたいと思います。本日から議案が多数出てきております。また方針の方も次が審議で、その前に常任理事会があるようですが、次が審議ということがあるかと思います。是非、大幅に変更になろうとも、ここで意見を戦わせて頂いて、素晴らしい方針、我々の羅針盤を作り上げていって頂きたいなと思っております。以上で理事長の挨拶とさせて頂きます。ありがとうございました。
９．直前理事長予定者挨拶　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　荒井 寛 直前理事長予定者
（公欠のため割愛）
１０．議題並びに資料の確認　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　鈴木 力委員長予定者

１２番確認事項その他合わせ３件、１３番討議事項その他合わせ５件、１４番審議事項その他合わせ１件、１５番協議事項その他合わせ１２件、１６番報告依頼事項その他合わせ３件
１１．議事の採択　　　　　　　　　　　　　　　　　　　船橋吾一理事長予定者

全会一致で議事採択

　（以下、『予定者』表記を割愛）

１２．【確認事項】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　奥山専務理事
削除
　　　　　

確－０１　１１年間フレーム（案）について
奥山専務理事【説明】
もし、お気づきの点があれば再度ご連絡を頂きたい。
確－０２　組織図について

奥山専務理事【説明】
次年度の配属会議の後に３名の新入会員が入会しております。その３名につきまして、夢を現実にする特別委員会へ２名。会員拡大へ１名の配属をさせて頂きます。こちらの方も反映させて頂いているが、配属理由として、次年度退会をする予定の方が夢を現実にするからは３名出ているので２名補充とし、会員拡大は１名退会予定者がいるので１名補充という形にしている。花火大会の方にも退会予定者がいるが、次年度スタートしたら新入会員が入会予定ですので、そのまま会員拡大の方と調整しながら花火大会特別委員会の方には配属をさせて頂きたい。
１３．【討議事項】
討－０１　理事長所信（案）Ｖｅｒ．１７について

奥山専務理事【説明】
お気づきの点がありましたら随時ご連絡頂きたい。
討－０２　例会の設営運営及び臨時総会の開催（案）に関する件　

鈴木力委員長【議案上程】

来年も年間を通し各例会の方を準備運営させて頂く。毎月例会会場が定かでない点があるので、そういった点を担当の委員会としっかりと連絡を取り、把握しながら１年間の例会運営を進めさせて頂く。また、臨時総会について、随時ありましたら開催の方進めていきたいと思う。メンバーの皆様には、出席をして頂き、例会の出席の向上、また１００％例会の方もまた来年目指していきますので、是非、お声がけをお願いする。
三沢慶洋室長【補足】

私も入会した当初、先輩から例会はＪＣ活動の基本であると言われてきた。是非、例会、総会出席促進を理事メンバー皆様にお願いする。
奥山専務理事【補足】

是非とも例会出席の促進をお願いしたいと思う。
三浦副理事長【意見】

最近の山形青年会議所の例会は、特定の会場ではなくいろいろな会場を転々としているのが現状である。同報メールであったり様々な連絡網でメンバーには告知してあるはずだが、当日になって間違った会場に行ってしまったり、間違った時間に行ってみたりといったことが今でもまだまだある。本年の工夫の中に、今年も１００％を目指していく、より多くのメンバーに参加してもらえるようにと書いてあるが、より具体的な何かを次回まで考えて頂いて、他の委員会に声がけをする、幹事にお手伝いをして頂く等様々な方法があると思うので、鈴木委員長なりの考えを形にして是非議案に乗せて頂きたい。やはり１００％を目指す、頑張って参加する等、意気込みだけではなかなか形にならないので、何か仕組みを一つ作ってうまく回るような方法を考えて頂きたい。
船橋理事長【コメント】

今程、三浦副理事長からあったように、やはり出席率向上が一番難しいところだと思う。委員長なりの何かを見つけて来年１年間やってみて、それに対する反省というものを引き継ぐというようなところをしっかりして頂きたい。また、基本スケジュールとして、次年度は１８時半から開会をしていきたいと思っているので、その辺の内容についても記載して頂きたい。
討－０３　諸会議における議案の取り纏め・発信・管理（案）に関する件

鈴木力委員長【議案上程】

２０１０年度と同じ方法で、議案の取りまとめ、ホームページへのアップ、そして管理を行っていく。

三沢室長【補足】

円滑な理事会の運営ということでご協力頂ければと思う。
奥山専務理事【補足】

システムが構築されても、議案を上程する各人の自己責任の部分、または自覚の部分だと思う。これまで予定者会議において議案の精度、上程のルールについて事務局の方で問いておりましたが、実際自分たちのルール上程がなされていないという部分もある。気を引き締めたうえで、今後も運営していきたいと思っているが、各議案を上程される皆様からもご理解を頂戴したうえで、こちらの方を何とぞご協力お願いしたい。
鈴木辰太郎本部長【意見】

２０１１年度は、どうやって議案を取りまとめ、どのようにして発信しようと考えているのか。
鈴木力委員長【返答】

議案専用のアドレスを作成し、副理事長より議案を送信して頂きたい。送信された議案を登録し、常任理事の皆様に配信を行えるような処方を取って、議案の取りまとめを行っていきたいと思う。７５３ルールにのっとり取りまとめた議案を、理事会、各種会議３日前に、ホームページにアップさせて頂く。理事の皆様にはそちらの方からダウンロードし、議案の確認を頂きたい。
鈴木本部長【意見】

今回のスタッフセミナーでも配布されていたが、議案上程一覧表というものがある。議案上程一覧表を各委員会で作った上で、それを総務で預かり事務局でも把握をする。事業から逆算した物を作るので、この月は何が上程されるべきなのか分かり催促できる。また、今年度のメールでは抜けているが、理事会の案内を事務局長が流し、総務から議案の提出を促すのだが、いつまでに提出するのかも流して頂けると、情報を受ける側の気持ちも変わるのではないか。
奥山専務理事【コメント】

ご意見等を反映させた資料等も作成のうえ、スケジュール管理を行って議案上程は、催促というより周知をして頂きたい。全理事に周知していただくということのシステムの構築をお願いしたい。
船橋理事長【コメント】

鈴木本部長からあったように、やはりやれることをやってみましょう。毎年この議論がなされ、一歩、一歩進めていくということが求められていると思う。一覧表をしっかり委員会ごと作って頂き、総務委員会と事務局で管理をしながら常に議案を追っかけていく、両方で追っかけていくようなそんなものも構築して頂きたい。
討－０４　庶務活動の実施（案）に関する件

鈴木力委員長【議案上程】

２０１１年度もＪＣレポートの作成、会員名簿の作成、ＪＣバッジ等々の発注の準備をする。今後ＪＣレポートの作成の件で皆様にも多々ご依頼をさせて頂く。
三沢室長【補足】

本年度と次年度が交錯する非常にタイトなスケジュールな中ではあるが、レポートの依頼をされた方にはできるだけ速やかに提出を頂ければと思う。
井上副理事長【意見】

ＪＣレポートに関して、新年賀詞交歓会で配られるわけだが、本年度はシニアの方でＪＣレポートが配られた方と配られていない方がいた。その辺のスタンスをしっかり決めて頂きたい。私も事務局をさせて頂いたときは、ＪＣレポートが段ボール一つ余った。無駄がないような形で、配るか配らないかというスタンスをしっかり事務局と協議して頂きたい。
鈴木本部長【意見】

ＪＣレポートに関しまして、今回は討議で上程されているが、次回も上程する予定なのか。
鈴木委員長【回答】

次回も討議で出させて頂きたいと思う。
鈴木本部長【意見】

多分、今年度が抜けていたと思うが、レポートに提出するフォームやどうやって副理事長に依頼をするのか。委員長に依頼をするのか。出向者に依頼するのか。何文字なのか。或いはＪＣレポートの構成に関しても文章上は昨年と同様と書いてあるが、もらう側からすれば、何文字なのか、どういったことを書くのか、総務委員会の方できちんと案内頂きたい。また、どういうものを作るのか、ページ構成など次回提出頂きたい。
奥山専務理事【補足】

会員名簿の作成について、２０１０年度から企業ＰＲとして１文言記載しているが、１１年度も引き続き企業ＰＲを頂戴できればと思う。
船橋理事長【コメント】

鈴木本部長からあったが、今回が抜けていたのか、今年度が抜けていたのかわからないが、是非、過去を振り返りながら最高のものを作って頂きたい。これだと何を訴えたいのかよくわからない。例えば、委員長が見る側になった時にこれで分かるのか。名簿の作成についても、情報をもらうフォーマットがあって、いつが締め切りでと記載されていたと思う。そのような点も盛り込んで頂きたい。これでは作りますよと、言っているだけで、そのような内容に意見をくださいと言われてもなかなか意見が出来ない。是非、本部長の意見はその通りだと思うので、次回まで反映させて頂きたい。
討－０５　　その他
削除

１４．【審議事項】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

審―０１　その他
削除
１５【協議事項】

協―０１　グループ・プロジェクトチーム基本方針（案）Ｖｅｒ．３

観光立市「ＹＡＭＡＧＡＴＡ」創造グループ

鈴木辰太郎本部長【説明】
前回修正等のご意見を頂いていないので、こちらの方で統一表記と、テーマの表記の中で、「一人ひとり」の部分で漢字とひらがなの順番がちがうということで、修正をしている。
菊池特別委員長【補足】
三浦副理事長【補足】
奥山専務理事長【補足】

京都会議における日本ＪＣ歴代役員会議の運営支援が１０月協議とあるが、今後修正がかかるということで審議までである。修正頂きたい。
野口副理事長【質問】
総務委員会に質問だが、このままいくのか。この段落、この表記で、これがそのまま載るのか。
奥山専務理事【回答】

文面の方はこのままで基本的にはいくが、レポートに載せる際には、見やすくという形でさせて頂きたい。。
船橋理事長【コメント】

統一表記の確認、修正までして頂き本当にありがとうございます。事業計画については、予算等がついたらまたヒアリングの時に相談をさせて頂きたい。今程、専務からもあった通り、ほとんどが初めての事業、初めての試みというものがある。その中で是非、臨機応変に対応して頂きたい。また、一番求めているのは、ＡＳＰＡＣを身近に感じて頂くという例会を２回させて頂いているので、事業ヒアリングまでどのような形のものをイメージしているのか。また正副とも話をしているので、その辺を委員会の考え方も是非出して頂いて、よりよい例会そして事業にして頂きたい。
魅力あるまち「やまがた」創造グループ

東海林室長【説明】

前回指摘頂いた文言等修正している。またＡＳＰＡＣに関して追記している。それから委員会の任務、委員会のテーマについても追記している。
松田副理事長【補足】
奥山専務理事【補足】

前回の役員予定者会議の中で、５５年、５６年といった部分の統一表記という指摘があった。事務局の判断であるが統一は出来ないと思う。過去を振返る場合は５５年。これから本年となれば、５６年となる。
鈴木本部長【意見】

下から３行目、ご家族という表現があるが、対外に出る冊子になるので身内には「ご」はつけなくても良いと思う。また、関係者が良いのか、関係各位が良いのか、検討頂きたい。
齋藤部会長【意見】
誤字、脱字で「関係者の皆様に対しても」というところがこの表記で良いのか。
野口副理事長【意見】

五行目の山形大花火大会は現在の社会環境について、環境というよりは社会状況の方が良いのではないか。社会環境というと、場というイメージがある。下から五行目の「最後の活力になることと思います。」の部分について、表現的におかしいのではないか。推進しますや活力に繋げます等の表記をして頂きたい。最後の部分「私たちメンバー自身が」について、「私たちメンバーが」ともう少しキリの良い形へ。「さらなる輝きを放ちます」という文言よりは、もう少し強い表記をして頂きたい。「花火大会に関して夢を与え続けることのできる大会のあるべき姿を提言します。」とあるが、これは何かを作る予定なのか。
後藤特別委員長【回答】

議案でそういったものを出したいと思う。
野口副理事長【意見】

それは公益も含めてということか。それとも今の花火大会の運営等を検証したうえで、提言したいという意味なのか。
後藤特別委員長【回答】

あまり具体的にはまだ決めていない。相対的に大きな括りでというふうに考えている。
野口副理事長【意見】

提言しますというと、対外的に市民や関係各所の方々で気にする方もいるのではないか。しかし、明確な答えを持っていればこのまま進んでも良いのではないか。
田牧財政局長【意見】

ひとづくり推進委員会のテーマの下の表ですが、例会の企画実施に関する事項の事業内容のところで子供の供が漢字になっている。修正頂きたい。
三浦副理事【意見】

統一表記について基本方針の下から２行目、ＡＳＰＡＣの表記ですが、２０１４ ＪＣＩ ＡＳＰＡＣ山形大会というのが事務局から配布された統一表記であるので、年を削除して頂きたい。
福島部会長【意見】

下から６行目の「家族間、地域間の結束力が高まり結果、愛するわが町、山形の活力になることと思います。」について、結果というのは必要か。遠まわしに聞こえる。
佐藤出向理事【意見】

「自分だけの利益を考えるのではなく、自我を抑え相手に尽くそうという人間」ということで私の解釈では、思いやりの部分かと思う。
東海林室長【回答】

「思いやり」の気持ちもあるが、理事長の所信の「押忍」の精神に基づく表現であるので「思いやり」と言い切れない。

船橋理事長【コメント】

８００文字の３段落構成という形だが、「背景、任務、手法、影響」という内容をきっちり入れて書いて頂きたい。

会員パワーアップグループ

鈴木本部長【意見】

段落にまとまりがない。「新年賀詞交換会」という表現があるが「新春」に訂正して頂きたい。

野口副理事長【意見】

「個々一人ひとりが企業や社会に役立つリーダーとして」とあるが、日本の方では「社会」ではなく「地域」と表記する。「個々一人ひとり」という表現がくどい。「強固」という言葉が何回も出てくるので、この場面ではこういう意味ということをはっきりして頂きたい。最後に「会員拡大運動」という文章でなぜ「運動」にしたのか教えて頂きたい。
井上副理事長【回答】

なぜ「運動」になったかということは聞いていない。

野口副理事長【意見】

副理事長、室長がまとめているので「なぜ変えたのか分からない」というのはあり得ないと思う。協議議案には値しないと思う。議案に対して熱い思いがないのではないか。この部分は方針の中で一番重要な部分である。「活動」にするか「運動」にするのかで大きく変わる。理事長所信でも色分けしたので、副理事長、室長、委員長で必ず次回までにコンセンサスを取って精査して頂きたい。

中村本部長【意見】

「卒業例会の企画、実施に関する事項」の上程時期の見直しをして頂きたい。今年は７月、８月、９月で行っている。「８月、９月、１０月」だと実施までの準備が厳しいのではないか。また、「シニアクラブとの交流」の予算が２０万となっているが、どういった企画なのか。
中村委員長【回答】

上程時期については精査する。「シニアクラブとの交流」に関しては漠然と出した予算額で何も決まっていない。

菊池特別委員長【意見】

「会員拡大運動」という部分で、気持ちが入っているならば、対外的な「運動」でも対内的な「活動」という表記でも良いと思う。

船橋理事長【コメント】

去年までは副理事長はグループ基本方針にしっかりコミットメントしていた。そしてそれをもとに委員長は委員会方針を作っていた。この度それを省略したのだが、副理事長、室長、委員長がしっかりコミットメントしてこの方針を作るのは去年と変わらない。

山形ブロック協議会支援グループ

遅参のため、後に上程

ＬＯＭ運営グループ

東海林室長【意見】

【広報渉外委員会テーマ】を見てみると、ＬＯＭ内だけに対する広報渉外という内容になっている。
全国、世界に発信、ＰＲすることも考えて頂きたい。

高橋監事【意見】

「変革をする時期にきております」、「共有できるようにしなければなりません」とあるが、なぜなのかという明記がない。私たちが見ると何となく伝わるが、対外的に見たときに分からないのではないか。

野口副理事長【質問】

この方針の文章で問題提起はどの辺までなのか。また、活動内容はどの辺で、最後の落とす文章はどの辺からどの辺までか。
三沢室長【回答】

いろいろなものを詰めすぎて段落がおかしくなってしまった。精査したい。

野口副理事長【意見】

私たちが読むとわかるが、対外的にみると段変えがおかしく読みづらいと思う。総務と広報渉外の委員会の大きいテーマ（何をやりたいのかということ）を挙げて明確にしたうえで書いて頂きたい。

三浦副理事長【意見】

段落は意味の塊である。

菊池特別委員長【意見】

「各種大会を訪れ」ではなく、しっかり参加するという意気込みを出して頂きたい。

佐藤淳部会長【意見】

「ＬＯＭの活動を世界にむけて発信し、多くのメンバーで各種大会を訪れ」という文章とその下の「発信の気持ちをメンバー全員で共有し、」というところで、発信の気持ちをメンバー全員で共有してから各種大会を訪れるべきではないか。
三沢室長【返答】

上の部分は広報渉外委員会の内容で、「発信」という言葉はＨＰなどでいろいろな人に山形に興味を持って頂くという意味である。下の部分とは意味合いが違う。

船橋理事長【コメント】

所信にある「三方よし」にするにはどうすればいいかということをもっと盛り込んで頂きたい。何回も言うが「変革」を求めているのではない。現状をいろいろな角度から見て、時代に合わせてそれで必要ならば改革して頂きたいという思いで所信を書いている。身近なものへの発信、身近なものへの理解、身近なものから愛される団体になるべくまとめて頂きたい。

公益社団法人格推進プロジェクトチーム
中村正利委員長【質問】
このプロジェクトチームがすることは何か。また、どのような形でメンバーに発信していくのか？

田牧大祐財政局長【回答】

目的は公益社団法人格取得に向けて移行申請の準備をするということである。なぜ移行申請準備という記載になっているかというと、基本方針の中にもあるように２０１３年の１１月３０日までに現在ある特例民法法人（社団法人、財団法人）大きな意味での公益法人が５年間で本当に共益、公益事業を主にやっているかということで公益法人制度改革は進められている。

菊池学特別委員長【意見】

「公益社団法人への移行申請期限である２０１３年１１月３０日まで、残り３年となりました。」とあるが「残り３年を切りました」のほうがしっかりプロジェクトチームを組んでいる意味が出てくると思う。
船橋吾一理事長【コメント】

何かの機会に公益にするメリットをメンバーに伝える機会を持って頂きたい。

協―０２　新入会員の募集（案）に関する件
酒井貞和委員長【上程】

２０１４年のＡＳＰＡＣを実現するため、一人ひとりのマンパワーが必要である。１１年度、仮会員セミナーでは現役に近いＯＢの方からの講義を考えている。認証については年２回を考えている。４月認証の第１期メンバーは６月まで会員拡大委員会で預かり、６月例会まで議案の作成、例会の進め方を一緒に活動してもらい、７月認証の第２期と一緒に各委員会に配属となる。来年の新入会員目標数は５１名である。船橋理事長の名前から取ったものだが本年度の５０名という数からみても逸脱はしていない数だと思う。

田牧大祐財政局長【コメント】

収支予算書の収益合計が合計となっていない。また、対外配布資料の合計が６１０枚となるので確認して頂きたい。

高橋監事【意見】

ＬＯＭの最大の目標は現在の所、ＡＳＰＡＣである。心意気や根拠がない目標ではなく、ＡＳＰＡＣまでに会員を何名にしたいのかということを明確にして、それまでに何人卒業するのかということを考慮し、会員拡大の新入会員の数をしっかり目標設定して頂きたい。

野口副理事長【意見】

議案を上程する際は何を言いたいかを調べてきてからにして頂きたい。何を強調して伝えたいのかということを意識して頂きたい。私が議案の中で最初に見る背景と目的だが、背景が長いと思う。グループ方針を見てもう少し精査して頂きたい。また、事業目的は端的に書いて頂きたい。目的がはっきりしているのであれば１行で書ける。何を目的にして何をお願いしないといけないのかをここで明確にする必要がある。新入会員を５１人にしたコンセプトをどこかに書いて頂きたい。会員拡大はＬＯＭの顔であり、拡大の活動は一種のキャンペーンである。もっと委員長らしさを出してＬＯＭ全員が邁進できるキャッチフレーズを作って頂きたい。また、「新入会員の募集（案）に関する件」とあるが「２０１１年度」という前看板をつけた方が良いのではないか。

佐藤貴博出向理事【意見】

講師セミナー、例会体験セミナーだけでなく、同年代に青年が白熱した議論を交わす理事会体験もあっていいのではないかと思う。

菊池学特別委員長【意見】

「②仮会員セミナーに実際のＬＯＭ活動体験を盛り込むことで、青年会議所への理解と今後の退会者の減少。」とあるが、仮会員セミナーは入会前であるので退会者の減少にはつながらないと思う。退会者を減少させないためにどうするのかということも書いて頂きたい。

東海林仁室長【意見】

委員長会議について、内容がいつも同じになりがちである。委員長だけでなく副委員長、去年入会メンバーなどと趣向を凝らしたグループに分けて実施しても面白いと思う。

鈴木辰太郎本部長【質問】

委員長会議をする意図は何か。
酒井貞和委員長【回答】

委員会の情報、意見は委員長に集められると思ったからである。

鈴木辰太郎本部長【意見】

委員長会議をすることで委員会の情報や意見を下さいではいけない。委員長会議をする意味、酒井委員長の思いがなければ意味がない。

船橋理事長【コメント】

所信の中に「私たちの運動に誇りと責任を持ち、地域の若者にＪＣの素晴らしさを強く広く発信する」と書いたが、どのように発信するのかということを考えて頂きたい。委員長会議の件だが本年事務局としてはいろいろなコラボを考えている。別々のものを同じ日に開催することでいろいろなことが皆様で共有できるという利点がある。いずれにしても皆様が参加しやすい方法を考えて頂きたい。

協―０３新春賀詞交歓会式典・懇親会開催（案）に関する件
中村正利委員長【議案上程】

本年国内ＢＩＤを獲得し、ＡＳＰＡＣに向け本格始動するという来年最初の対外的な場であるという背景でシニアクラブ関係諸団体の方々との密な関係を築けるような設えをしている。船橋理事長の思いを踏まえ、理事長挨拶の所から理事メンバーが登壇し皆で頑張るという思いを伝えて頂きたい。ＡＳＰＡＣについて国内ＢＩＤを取ったことをアピールするアトラクションを考えている。また、船橋理事長の「みんなでやる」という思いを踏まえて１００％例会にするためにご協力をお願いしたい。

井上周士室長【補足】

まずは「ＭＯＶＥ　ＯＮ　ＴＯＧＥＨＥＲ」ということで１００％例会をお願いする。また、理事メンバーの降壇が理事長挨拶の後になるということを協議して頂きたい。

野口副理事長【質問】

自信を持って出している議案か。
中村正利委員長【回答】

手法等は未熟なところはあるが、気持ちは前面に出して作成した。

野口副理事長【意見】

人の議案を写してはいけない。出来不向きではなく真摯な取り組みをしなければ信用をなくしてしまうと思う。「船橋吾一理事長」ではなく「理事長船橋吾一君」の方が適切である。赤字の部分は、注意書きであるのであれば太字にするという工夫をした方が良い。降壇の部分は各理事にお願いするのであればその資料を添付して頂きたい。中村委員長は初めての事業かもしれないが、５５年続いている事業なので真摯に船橋次年度理事長の門出であるという自覚を持って取り組んで頂きたい。

後藤特別委員長【質問】

引き継ぎ事項の部分でどの部分が大事であると考えているのか？

中村正利委員長【返答】

賀詞交換会では多くの方々がいらっしゃるので、注意しながら失礼にあたらない動きをし、多くの交流が持てるようにと考えた。

後藤吉伸特別委員長【意見】

去年の賀詞交歓会の時、受付で問題が起きた。それは、０４年の委員長から言われたことがうまく引き継ぎされていなかったからである。昔は理事メンバーになってもおかしくない人がたくさんいて、その人たちが受付をしてその後ろ姿を見て育った。最近はメンバーが少なくなったことにより、理事メンバーが出向に行っていてＬＯＭの中を見る人がいなくなった。国内ＢＩＤを取って、訳ありＬＯＭだということで出向などでは対外的には頑張っているが中身はたいしたことがないと言われると悔しい。委員長はもっと自覚を持って、会員交流委員長経験者に話を聞いて議案を作りこみ、課題をクリアする資料を作って頂きたい。

高橋大監事【意見】

前回の部分と比較して変わっていることを赤字にすることが基本であるが、初めての議案の段階で赤字があるのはおかしい。細かい点で予算の部分で小数点の記載がおかしい。また、来賓祝辞の清野商工会議所会頭とあるが１１月１日改選であるのでまだ決まっていない。今の段階では山澤商工会議所会頭と書いて次の議案で赤字訂正するのが基本である。

菊池学特別委員長【意見】

１００％例会を実施するために委員会では何かするのか。
中村正利委員長【回答】

まだ、各委員会への声掛けしか決まっていなかったので今後検討する。

三沢室長【意見】

受付について、先輩方の名前と顔がわかる人の配置を考えて頂きたい。

船橋理事長【コメント】

何十年も続いている皆様が大変思い入れがある事業である。その分、失敗もしているし問題点も見つけているので先ほどの意見は皆様からの激励だと思って頂きたい。賀詞交歓会を１００％例会として実現するために委員長の思いを皆様にしっかり伝えて頂きたい。予算の件だが本年５０万円であるのだが今回６０万円になっているので事務局に相談して頂きたい。詳しくは後日の事業ヒアリングで聞くことにする。

協―０４　山形ＪＣホームページの運用（案）に関する件

豊島宏委員長【上程】

ブログの部分を充実し、メンバーのアクセス数を増やしたいと考えている。
三沢慶洋室長【補足】

年々バージョンアップしてきているが、まだ豊島委員長の方で固まっていない。議案の詳細が去年のままになっており申し訳ない。

奥山和征専務理事【補足】

厳しいご意見を頂くためにあえて修正していない部分がある。ＨＰ運用にあたっては、委員長が言ったようにブログの充実を図りながら委員会の写真なども多く載せていきたい。

菊池学特別委員長【意見】

口頭だけで議案に載っていない。議案に載っていないので意見を出し合えない。

鈴木辰太郎本部長【意見】

自分が主務員をしていた時に言われたことであるが、来年のＨＰを次回まで見られるようにして頂きたい。ブログに関してだが、豊島委員長は出向していた本年度に何回ブログを書いたのか。

豊島宏委員長【回答】

２回である。

鈴木辰太郎本部長【意見】

私も出向しているが、出向先で精一杯でブログのアップはできないと思う。出向者報告会があるので報告はするが「記事をください。」ではなく取材してほしい。主務員が今年と同じ方である。業者だが更新が甘いなどの問題点が言いづらい。ＨＰは対内、対外的に見て参考にならなければならないものであるが、スケジュールの日付や会場が正確ではない。信用できるＨＰを作って頂きたい。

野口副理事長【意見】

今年度、昨年度の議案を見た方が良いのではないか。鈴木本部長が委員長をしていた時の議案を見てみると、ＨＰが分かりやすく、情報がたくさん入っていたので参考になると思う。私もよくＨＰを活用している。日本に出向し、「室」を持っていないので山形青年会議所から離れつつあるのでＨＰが心のよりどころになりつつある。ブログを書いていないのは余裕がないのと伝えたいことがないからである。取材して頂きたら書くと思う。次回まで、ＨＰの枠、トップページは作って頂きたい。そうしないと次回審議ができない。それに対して何を発信したのかをどんな形式でも自分の思いを書いて頂きたい。

東海林室長【意見】

本年、理事長ブログを開設し好評を得た。例えば、次年度理事長ツイッターを開設し、次年度理事長の名前にちなみ、５１回つぶやこう、とか、ＡＳＰＡＣに関して三浦チェアマンは５１６回つぶやけるかどうかなど楽しみながら考えて頂きたい。同報メール作成に関して、今年は広報渉外で行ったが前年は総務委員会が担当していた。年によっても違うので、そこも確認頂きたい。

三浦副理事長【意見】

今年の東海林委員長の考え方をぜひ見習って頂きたい。こうやったら楽しくなるのではと思いながら委員会メンバーと話し合って頂きたい。ＡＳＰＡＣの絡みもあり、アジア中の人が山形ＪＣのＨＰを見る。日本の各ＬＯＭもたくさんクリックしている。責任ばかりでやっていると型どおりの物しか出来ない。委員会をやる際に来年の目標を定め、箇条書きにし、技術的に実現可能かも相談しイメージを広げて頂きたい。

船橋理事長【コメント】

真摯に受け止め議案を作成して頂きたい。室長、専務理事におかれましては、たとえ初理事であったとしても、この場に上程する議案については、しっかりと精査し、きちんとした物の上程をお願いしたいと思う。また、やってもらうという事業はやめましょう。自分から進んでやっていく姿勢で、ＨＰの運用もして頂きたい。また、ＨＰといえど立派な事業です。今までの委員長の経験を踏まえ委員長の想いを入れて下さい。文章が下手であっても良い。議案の中に想いが入っていれば必ず伝わる。

協―０５　ＬＯＭ外広報誌の発行（案）に関する件

上程取り下げ

協―０６　山形ＪＣ活動の取材・記録管理・アルバム・作成（案）に関する件　

上程取り下げ

協―０７　１月定時総会の開催（案）に関する件

鈴木委員長【上程】

１００％の返信の回収を目標にする。本年、郵便局の手違いで返信はがきが届かなかったことがありましたが、次年度は最後まで返答を追いかけたい。

三沢室長【補足】

この総会につきましても１００％の出席を目指している。

伊藤委員長【意見】

新入会員時に感じたことで、委任状が届き、誰の名前を書いたらいいのか分からず、返信が遅れたことがあった。本年も同報メールを拝見すると、新入会員の提出状況が悪いとの報告もありましたので、どのような書き方をすればいいかの周知を図って頂きたい。

中村本部長【意見】

当日の予定で徹底して頂きたいことがあります。リハーサルの段取りなどを再度確認頂きたい。

鈴木辰太郎本部長【意見】

委任状に関して、開催の１０日前までに発しなければならないという定款上の約束がありますので忘れないようにやって頂きたい。総会出席状況、２００９年度の委任状はすべて１００％です。

野口副理事長【意見】

中村委員長とコンセンサスをとって、次回までに次第を添付して頂きたい。自分の役割だけではなく、踏み込んでやって頂きたい。

協―０８　ＬＯＭ内褒賞審議委員会の設立（案）に関する件

鈴木委員長【上程】

構成メンバー（案）も当委員会で記載した。参考資料として過去のメンバーを添付している。
三沢室長【補足】

例年引き継ぎの事業だが、様々なご意見を頂戴したい。

鈴木辰太郎本部長【意見】

褒章審議委員会のメンバーの協議ということで、過去には花火大会の特別委員長もなられたことがある。公平な審査ができるかという点からの選出であるので検討頂きたい。

野口副理事長【意見】

例会の出席率などの資料はあるが、各ファンクションの参加状況も出来るだけ正確に取る必要があると思う。最終的に出席しているかどうかの判断になるので大切にして頂きたい。今回の大阪世界会議も２日から７日まで、ただ大阪にいけばいいわけではない。何か正式に出席したという資料を残して頂きたい。

船橋理事長【コメント】

褒章をメンバーのモチベーション向上のために利用頂きたい。やってもらうのではなく、するための仕掛けを委員会で作って頂きたい。例会か総会かの際にＬＯＭ内褒章をしますという話だけで終わって、よくわかっていないメンバーもいる。もっと褒章自体を知ってもらうアイディアを出して頂きたい。

協―０９　２０１１年度山形ＪＣスローガン募集（案）に関する件

鈴木委員長【上程】

メンバーの共通意識となるスローガンを募集したいと思う。私たち総務委員会が率先して資料などを配信したい。１１９の案を頂けるよう当委員会で案を出していく。

三沢室長【補足】

皆さんからもお声掛け頂き、より多く提出頂きたい。

酒井委員長【意見】

０９事務局会務の時に経験したが、スローガンの集まりが悪い。すべてを事務局で決めてしまうわけではないですが、キーワードなどを組み合わせて提出頂くような形でも良いのではないか。

矢口部会長【意見】

上げるべく手法を考えて頂きたい、例えば、各委員会１スローガン等。

佐藤淳部会長【意見】

どうやったら多く募集が集まるかも盛り込んで頂きたい。

中村委員長【意見】

これを機に積極的に考えてみようと思う。

船橋理事長【コメント】

気持ちを前面に出していくべきだと思う。私は、こう言いたい、だから協力頂きたい、それで物事が動くと思う。気持ちを議案にしっかり落とし込んで頂きたい。１１９出せるよう頑張って頂きたい。

協―１０　２０１１年度理事会日程（案）に関する件

横山事務局長【上程】

添付資料読み上げ

協―１１　２０１１年度例会日程（案）に関する件
横山事務局長【上程】

添付資料読み上げ

協議―１２　その他

協議―０１に戻る

山形ブロック協議会支援グループ

高橋幹事【意見】
最後の部分で「お互いに刺激をあたえ」のくだり、意味が通っていない。ご一考頂きたい。

鈴木本部長【意見】
このグループが何をしていくのかを考えた際、「橋渡し」だけなのか。前回も指摘した下から２行目の「志を同じくする同志が出会うことだと思います」何が何を思うのか分からない。ＡＳＰＡＣに触れて頂きたいという意見に対しての表現も不適切だと思う。我々だけで出来ないから、何をする、という表現がなければならないのではないか。
三浦副理事長【意見】

荒井ブロック会長を輩出する、その橋渡しだけなのか、ＬＯＭから出ている会長ということでリーダーシップをとって山形青年会議所が進んでいくＡＳＰＡＣへの道のりの波をブロック内でも大きくして頂きたい。上３行と下３行が変な位置で改行されているので修正願いたい。
鈴木本部長【意見】

赤字の部分で下から５行目「市民の方々がまちづくりに・・」について、視点が上からの表現なので改めて頂きたい。

野口副理事長【意見】

ブロックの立場なのか、ＬＯＭの委員会なのか精査しないとわからない。「世界組織」ではなく「国際社会・組織」と表現頂きたい。

船橋理事長【コメント】

前からそうだが前回の指摘を全然修正していない。ブロックの目線ではなくＬＯＭから事務局を輩出する目線、しっかり落とし込まないといけないと思う。８００文字の書き方ももう一度見直してほしい。この時期にブロック会長を輩出する意味がある、その背景も盛り込まなければいけないと思う。改行など事務局で修正できる部分もあるのでその辺も指示して頂きたい。前回からいい意見は出ているが修正がなされていない。

１６．報告依頼事項　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　横山隆太事務局長

報告―０１　グループ基本方針Ｖｅｒ．４の提出について

横山事務局長【説明】

報告―０２　次回上程スケジュール・今後のスケジュールについて

横山事務局長【説明】

報告―０３　その他

鈴木力委員長【スタッフセミナーの御礼】

１７．次回開催

２０１１年度第４回役員予定者会議

２０１０年１１月１０日（水）１８：３０～

弘栄設備工業㈱研究室２Ｆ

１８．監事講評

齋藤監事
長時間にわたり誠にお疲れ様でございます。グループ基本方針に始まり、今日から議案等々の上程も始まりました。グループ方針も議案も上程方法も初めての方もいらっしゃいまして大変優しいお言葉を頂く場面もございました。方法や手段というのは、個人の頑張りでいくらでも向上していきます。ただ、本人のやる気がなければいつまでたっても同じ、自分のスキルは上がっていきません。様々な文章の中で個人のスキルを上げていこうとするのであれば、そこは真剣に取り組んで頂いて次回の予定者会議までに個人のスキルを上げて頂きたいと思います。文章中の統一表記もきちんとなっていない箇所も多々みられます。アジェンダの下に統一表記が載っておりますので、いま一度、議案、グループ方針も見直して頂き統一表記にのっとって直して頂きたいと思います。何事にもルールは大切です。バッジをつけたりプレートを付けたり、発言中はボタンをしめたりと小さいことではありますが、我々は青年といえども立派な大人の一員でありますので、ルールをきちんと守り、男ならやるといったら必ずやる気構えで日々の活動に取り組んで頂きたいと思います。以上でございます。

鈴木監事

皆様大変お疲れ様でございます。また、遅参をしてまいりました。これも申し訳ございませんでした。今日は様々な議案が上がってくるということでこちらの会場に楽しみに来させて頂きました。初めて議案を上程された委員長の皆様、自信を持って議案の上程をされましたでしょうか。自信なく上程なんてことは決してないかと思われますけども、しっかりとこれまで委員長の皆様を中心に委員会のみんなで構築してきた議案を委員長が委員会を代表してこの場で発表して頂くということで委員会のみなさんの代表として、しっかりとはっきりと自信を持って上程して頂ければと思います。そんな中にも委員長のみなさまの１００％例会をやるぞといった強い気持ちであったり、見てもらいたいＨＰを作るといった想いであったり、新入会員を５１人入れるといった想いであったり、様々な熱い想いを聞くことが出来ました。今年は委員会主旨といったものがございません。私たちが初めて理事として理事会の場に座らせて頂いた時に初めて委員会主旨というものを書かせて頂きました。それが、度胸づけの場といいますか自分の想いをこめて理事のみなさんに発表してどうですかと発表するいい練習の場であったなと思っております。部会長として初めてこの場に居させて頂いた時に委員会主旨という物はございませんでしたが、当時の特別委員長から部会主旨を作れということで部会長のメンバー３名ですね。予定者の段階からバージョン４ぐらいまで更新させられたといいますか、見て頂いたという経緯を思い出しております。主旨の中に自分の想いを込めるといったことが、議案の中で、上程をしていく上で役に立ったと思っております。今日上程された委員長の皆様は委員会の中に帰られて、こういったご意見を頂いてきたということで再度そういったご意見をもとにもっともっと膨らませて頂いて次回の上程の時に素晴らしい議案を上げて頂ければと思います。委員会の代表としてこの場にいることを常に肝に銘じて頂きたいと思います。以上監事講評とさせて頂きます。

高橋監事

皆様長時間にわたり大変お疲れ様でした。まだ最初の段階なので厳しいことを言わせてもらいますが、本日の議案を拝見させてもらいますと鈴木本部長からもあった通り、同じ時期の議案を見てきて、今の時期ならこの程度でいいのではないかと、大変甘い考えの下、作成されている議案が多々あったのではないかと思います。協議は２回しかありません。３回目は審議です。その時にご意見をもらうようでは遅いと思います。私も２年前会員拡大委員会で佐藤友紀委員長のもと議案を書かせて頂いた時に言われた言葉が、「１回目の協議のときから審議を取るつもりで書きなさい」と指導されました。それぐらいの気持ちで１回目の協議に臨まないと３回目の審議の時に意見なく可決して頂く、よりよい議案で通して頂くというのは無理なのだと思います。現状を見る限り一抹の不安を覚えます。今回上程取り下げになった委員長もおりますが、本当に重く受け止めて頂き、きちんとした議案を作成して理事会に上げて頂きたいと思います。議案は委員会を代表して委員長が理事のみんなにプレゼンするためのツールだと思います。この議案がしっかりと出来ていなければプレゼンもできないし、理事の皆さんにも想いを伝えることが出来ない、理解して頂くことができない、結局、審議をとることも出来ない、何も出来ない、といったことになってしまいますので、議案を決して甘く見ることなく、理事のみんなに自分の思いを伝える手段だと思ってきちんとした物を作成して頂きたいと考えています。大変厳しいことを言ってしまいましたけれども、以上をもちまして私の監事講評とさせて頂きます。

１９．閉会　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　奥山専務理事
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